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アジア太平洋におけるガバナンス：政治、経済、ビジネス、環境
■  第17回アジア太平洋カンファレンス

■  アジア太平洋カンファレンスとは
アジア太平洋カンファレンス（APカンファレンス）は2003年から開催しています。分科会では、毎年幅広いテーマについて発表が行わ
れます。また、著名な研究者等を基調講演者としてお招きし、お話をいただいています。人社系では日本最大規模の英語で開催されるカ
ンファレンスといわれています。

APカンファレンス ウェブサイト

開 　 催 　 日 2019年11月30日（土）～ 12月1日（日）
テ 　 ー 　 マ アジア太平洋におけるガバナンス：政治、経済、ビジネス、環境
場　　　　　所 立命館アジア太平洋大学（APU）大分県別府市十文字原1-1 
発　表　言　語 英語／日本語
申　込　締　切 2019年5月31日（金）
申 　 込 　 先  http://www.apu.ac.jp/apconf/
参 　 加 　 費 一般（APU以外）¥12,000 （学生¥6,000） 　APU教員 ¥6,000 （APU学生 ¥ 0）
 昼食代2日分およびレセプション代含む

聴　　　　　講 聴講のみの参加は自由です（参加費無料）。昼食代・レセプション参加費用は別途お支払が必要です。
お問い合わせ先 APカンファレンス事務局：apconf@apu.ac.jp

http://www.apu.ac.jp/apconf/

いかなる共同体も、その種類やレベルにかかわらず、何らかのガバナンスが必要となる。国際連合やその他の国際機関に体現される国
家間共同体は、構成国家間の勢力バランスにおいて大きな転換を経験しつつあり、それは必然的に既存の規範への挑戦をもたらしてい
る。地域レベルでは、新たな共同体が形成される一方で、既存の共同体が衰退・崩壊し、「地域」という概念を再定義しつつある。国内では、
国と地方自治体レベルのガバナンスが、グローバル化、変化し競合する地域概念、多文化主義というこれまでにないほど複雑な状況の
中で、効率化、正義、政治的支持といった要請に直面している。

ガバナンスは、営利目的企業や非営利団体を含む民間組織内にも存在し、官民領域間の境界についての調整が繰り返されている。学界
において、ガバナンスを考えることは、学問分野の境界線に対する挑戦に他ならない。

第17回アジア太平洋カンファレンスは「ガバナンス」をテーマとし、アジア太平洋およびその他の地域におけるガバナンスの改善に
向けて、研究を共有し、協力関係を構築して、コミットメントを確固たるものにするための場を提供します。こうした目的に向け、以
下のトピックについて、より良いガバナンスのあり方を探求する研究に基づいた洞察と見解に富む論文およびパネルを募集します。

日本の別府市という美しい街に位置し、活気あふれる国際的なキャンパスで行われる当カンファレンスに、ぜひご参加ください。

・平和構築と人権
・デモクラシーとポピュリズムの課題
・グローバル化する世界における多様な民主主義と利益相克
・二国間および多国間のガバナンス構造
・官民の協力
・地域安全保障構造
・経済開発ガバナンス
・国際貿易におけるグローバリズムと地域主義
・コーポレート・ガバナンス、ビジネス倫理および国際基準
・グローバル化する国際ビジネス競争スタンダード

・国際金融と地域の利害関係者の参画
・デジタル化とニューメディア・マーケティングのガバナンス
およびマネージメント

・国際環境ガバナンスにおける規範とルール
・国と組織のガバナンスの文化
・レスポンシブル・ツーリズムに向けた戦略と枠組み
・知的財産権と無形文化財
・教育水準と社会言語のダイバーシティ
・ガバナンスと未来研究

■  次のトピックについて個人またはパネル単位の発表者を募集します

※英語で発表する大学院生には参加費を免除とする制度とベストペーパー・アワードを設定しました。
　詳細はAPカンファレンスウェブサイトをご確認ください。


